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Abstract

これは，S13 の 6つの主曲率を持つ等径超曲面の分類に関する最終的な考
察である．著者の分類証明の「反例」を与えたと主張する論文が発表されて
いるが，その主張は正しくないことを明確にする．つまり，分類（等質性の
証明）は完全である．1

概要
著者が [2]で与えた 6つの主曲率を持つ S13 の等径超曲面M の分類（等質性
の証明）の柱は
「M の焦部分多様体の型作用素（等スペクトル）の核が法方向によらず

一定ならばM は等質超曲面である」
という事実（ §15 [1]）に基づく．したがって，証明の本質は，
多数の等スペクトル族の中から焦部分多様体の型作用素を特定すること

である．そのために，核の動きを丁寧に計算したのが [2] の議論の本質であ
る．[3]の付録の誤りを指摘する．

• [2]の議論　M の焦部分多様体の型作用素 –等スペクトルをもつ 2係
数族– は，[2]の命題.6.2に述べられている性質（[P]と書く）を持つ．

• [3]の議論　性質 [P]を満たさない等スペクトル作用素 L(t, s)が存在す
る．L(t, s)は命題.6.2の反例である．

• 正しい結論　 L(t, s)は [P]を満たさないので，焦部分多様体の型作用
素となり得ない．命題.6.2の反例ではない．

[2]では，焦部分多様体の型作用素の持つ性質を核の動きを丁寧に分析し
てその性質 [P]を与えている．[3]の付録における議論は，線形代数のみを用
いていて，幾何の議論が欠けている．等スペクトル作用素は線形代数的には
多数構成できる．それが焦部分多様体の型作用素となり得るかどうかを調べ
ることが肝心である．

[2] の §§3–6で展開された議論をよく理解している読者であれば，著者の
証明が正しく，[3] で提示された例と矛盾しないことを容易に理解できるが，
より広範な読者にとって，根底にある推論は複雑であり，また場合によって
は繊細であるため，ここで詳細に再現することは困難である．そこで著者は
いくつかの重要な点を強調しておく．
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• 純粋に線型代数的な観点から見ると，様々な核を持つ 2係数等スペクト
ル作用素の族は多数存在し，その中に L(t, s)も含まれる．しかし，幾
何学から生じる型作用素は，はるかに制約された性質をもつ．

• 著者は，[2]の §§3–6において，焦部分多様体に固有の 2係数等スペク
トル型作用素が動く際に，核ベクトルがどのように振る舞うかを詳細に
検討した．この振る舞いは抽象的な代数的議論ではなく，∇e
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という特定の幾何学量とその高次微分によって制御される．ここで，e
¯
3

は核ベクトルを表し，e
¯
6 は型作用素のパラメータに対応する．この議

論により最終的に，焦部分多様体の作用素の核が係数によらないことを
導出した．

• 対照的に，[3] の付録には，これに匹敵する幾何学的解析は含まれてい
ない．その議論は完全に線型代数の領域で進められており，さらに，そ
こで構築された作用素の解釈は，焦部分多様体上の型作用素という幾何
学的設定を正しく反映していない．したがって，[3] の作用素は，[2]で
確立された議論の反例としては機能しない．

最後にもう一度要点をまとめる．

要点
1. 型作用素の特定は等スペクトル性だけでは十分ではない．
2. 各型作用素の核は真の幾何学的情報を持つ．　
3. [2] の §§3–6 で展開された議論は不可欠であり，線型代数的考察だけ
では再現できない．
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